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力を合わせることで 不可能が可能になる！

高齢者が数多く暮らす団地商店街から
１年前にスーパーマーケットが撤退！
団地住民の暮らしをどう守る？

団地住民からも強い要望と期待が集まり、
スタートイベントが毎月２回の定期的な土
曜市（2010年２月13日スタート）へと発展！

　昭和の中頃（30～40年代）、全国に数多くの集合住宅が建設

されました。団地と呼ばれたそれらの集合住宅は、キッチン・

バス・トイレが完備され、手頃な価格で買ったり借りたりする

ことができるお洒落な住宅として人気を呼びました。いまその

団地の多くが老朽化、さまざまな問題に直面しています。

　千葉県船橋市の中央に位置する金杉台団地もそのひとつです。

周囲には田んぼや畑、市民の森などもあり環境に恵まれた住み

よい団地でした。ところが2008年11月、団地中央のショッピ

ングプラザにあったスーパーマーケットが不採算を理由に閉店

してしまいます。その結果金杉台団地の住民は、JR船橋駅や徒

歩で15分ほどかかる別のスーパーマーケットまで出かけていか

悠You金杉プロジェクト
　悠You金杉プロジェクトは、2009年５月からプロジェク

トを開始。現地調査や十数回に及ぶ会合を重ねて、団地自治

会や商店会とも意見交換を行い、2009年11月29日（日）に

スタートイベント「にぎにぎ市金杉台」を開催しました。

　多くの団地住民にプロジェクトを知ってもらうために、住

民が必要としていた生鮮品販売の出前市場を中心に、フリー

マーケットなどの出店、もちつきやマジックショーなどのパ

フォーマンスも取り入れた複合イベントとしました。

　10時から「にぎにぎ市金杉台」がスタートすると参加人数を

気にしていたスタッフの心配を吹き飛ばすかのように、開始

直後から大勢の団地住民が集まり、最終的には800人余りの

人々が参加し、イベントは大盛況となりました。

　スタートイベント「にぎにぎ市金杉台」で実施したアンケート調
査やヒアリング調査から、想像以上に団地住民が日常の買い物に
不便を感じていることが浮き彫りになります。
　そこで「悠You金杉プロジェクト」では、住民の要望に応えて毎
月第２、第４土曜日に出前市場を開催することを決定。さまざま
な主体による老朽化団地活性化プロジェクトがいま、軌道に乗り
つつあります。

なければ、日常的な買い物ができないという事態に陥ります。

築40年近くになる金杉台団地の居住者の多くはお年寄りです。

近所のスーパーまで15分とはいえ、団地は高台に位置し、外出

時にはどうしても坂を上り下りしなければなりません。そんな

事情から団地住民は、毎日の食料品を手に入れるのも一苦労と

いう状態になってしまったわけです。

　話を聞き、なんとかしようと国の助成金制度を利用して結成

されたのが地元で活躍するNPOを中心としたグループです（下

図：悠You金杉プロジェクトの実施体制参照）。グループは、プ

ロジェクト名を「悠You金杉プロジェクト」とし、現在さまざま

な取り組みを展開し始めています。

悠You金杉プロジェクトの実施体制 NPO法人：４法人、企業：５社、教育機関：１校、社会福祉法人：1法人

事業計画立案・事業総括 NPO法人とんぼエコオフィス

毎月第２、第４土曜日に団地内商店
街で生鮮品を中心とした市場を開催

出前市場事業 コミュニティカフェ事業

アフタースクール事業 チャレンジ工房事業

実行主体 NPO法人とんぼエコオフィス
有限会社魚吉水産協　力

団地内商店街にコミュニティカフェ
を開店、団地住民に憩いの場を提供
実行主体 NPO法人アーモ福祉協会

NPO法人とんぼエコオフィス協　力

学童保育、緊急時保育、セミナーな
どを実施し、子育て中の家庭を支援
実行主体 NPO法人アフタースクール

株式会社ヒューマンタッチ協　力

団地内商店街にミニコンビニと障が
い者によるビジネスセンターを開設
実行主体 株式会社チャレンジドジャパン

社会福祉法人チャレンジドらいふ協　力

協力 協力
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スーパーが撤退し、活気がなくなってしまった団地商店街前の広場。

雨の中大勢の方が集まった土曜市

久し振りににぎわいを取
り戻した商店街前の広場

2009年11月29日（日）、
悠You金杉プロジェクトの
スタートイベントとして

「にぎにぎ市金杉台」を開催！

21年度は国の支援を得て金杉台団地における買い物の不便さ
解消事業に取り組んできました。11月に喫茶店をオープンさ
せ、２月より魚・肉などの生鮮品を揃えた土曜市を毎月２回開
催できるようにしました。その他、「22年度の国土交通省予
算が確保できれば」という条件付ですが、総合食品と雑貨、更
に許可を得られれば酒類も扱えるコンビニ型店舗の開店と、お
住まいの皆様が、気軽に立ち寄れるような、“足湯”つき憩いの
広場、緊急保育室・学習できる保育室を計画しています。
わずか１年足らずのモデル事業ですが、本事業を通じて、店舗
が撤退した後の商業施設をいかにして、よみがえらせることが
できるかの試行の機会をいただきました。ポイントは、障害
者・高齢者向け等の非営利事業者が専門業者の協力を得てサー
ビス提供側となること。いずれも収益が見込める事業ではあり
ませんので、国や自治体の協力取り付けが不可欠です。
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100円の参加費
で食べられるつき
たてのお餅や揚げ
たての天ぷらは大
人気！

今後の計画について

岩波初美さん

悠You金杉プロジェクト
事務局

いま千葉県で認証されている特定非営利活動
法人（NPO法人）は1505団体（２月28日現在）
あります。NPO法が施行されて10年以上が
経過し、NPOの活動もその広がりとともに
ここ数年、地域や社会への貢献が認められ、
高く評価される取り組みが見られるようにな
ってきました。なかでも注目すべきは、単独

の法人・団体での活動にとどまらず、ひとつ
の目的を達成するために、市民・行政・教
育機関・企業といったさまざまな主体と連
携し、中心となって活躍するNPOが増えて
きたことです。今回は力を合わせることで
大きな壁を乗り越えようとしている、先進
的な事例を取り上げます。

NPO法人とんぼエコオフィス
TEL.080-3618-0404
Mail：npotonbo@aqua-k.net

悠You金杉プロジェクト
についてのお問合せ先
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NPO法人
長生夷隅地域のくらしを支える会

24時間365日対応の相談事業

千葉県が実施している全国でも先進的な福祉事業
民間による公的サービス「中核地域生活支援センター」と
その一翼を担うNPO法人の活動

なぜ民間による公的サービス？
　問題に直面して、何らかの助けが必要

となることは誰の身の上にも起こリ得る

ことと言えます。そのような事態に直面

した時、何と言っても頼りになるのは行

政サービスです。

　しかし、住民ニーズなどが多様化・高

度化しつつある現代では、すべてを行政

サービスに頼ることに限界があることも

わかってきました。

　そこで千葉県が平成16年10月に全国

に先駆けてスタートさせた先進的な福祉

サービスが「中核地域生活支援センター

（以下「中核センター」）事業」です。

いつでも、どのような問題でも
　中核センターは、いつでも（24時間

365日）、どのような問題でも（経済的困

窮、介護、子育て、DV、人間関係のト

ラブルなど）相談に乗ってくれる総合的

な福祉の窓口です。この窓口では、担当

がきちんと区分されている行政サービス

において起こりがちだった、窓口を何カ

所もたらい回しにされるということも起

こりません。

　相談窓口では、相談者の話をきちんと

聞いた上で、必要に応じて医師・弁護

士・社会福祉士などと連携をとりながら

問題解決の道すじをつけてくれます。

　現在この中核センターは県内13カ所

に設置され、制度がスタートした平成

16年10月から平成20年度までに、相

談数約30万件という実績を上げていま

す。

２カ所の中核センターを担うNPO
　中核センターは民間の事業体が県から

の委託を受けて運営していますが、「長

生ひなた」「夷隅ひなた」のふたつのセン

ターを担当しているのがNPO法人長生夷

隅地域のくらしを支える会です。

　数多くの難問に対処する窓口で相談に

応じている長生ひなたの渋沢所長に、中

核センターの成果について聞きました。

　長生夷隅地域のくらしを支える会は、

制度スタート時から継続して委託を受け

ている団体のひとつです。５年以上事業

を継続してきた結果、いくつかの成果を

得ることができたと所長は考えています。

　まずひとつ目は、問題を解決するため

の関係者との協働が普通に行なうことが

できるようになってきていること。その

結果、地域としての福祉力が確実に向上

しています。

　ふたつ目は、種別を限定しないで様々

な問題の相談に応じることによって、こ

れまで潜在化していた問題が社会化され

てきているということです。

　当事者やご家族などからの他、関係者

や近隣の方などからご相談をいただくこ

とも多く、関係者が協働して生活課題の

解決に取り組むという活動につなげるこ

とができています。

　そして最後に所長は、福祉に携わる自

治体やNPO関係者の方たちに、中核セン

ターのことをよく知っていただき、もっ

と積極的に活用してほしいと話してくれ

ました。

産直ホットライン・プロジェクトの実施体制 NPO法人：３法人、企業：２社、自営：２業者、生産者：多数

生産者 消費者

消費者

消費者

消費者

消費者

消費者

消費者

生産者

生産者

生産者

生産者

生産者

生産者

地産地消による地域（農業）の活性化やエコ効果、
そして食の安全を実現する
産直ホットライン（鴨川⇔市川）をつくろう！

産直ホットライン・プロジェクト
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全体統括：NPO法人いちかわライフネットワーククラブ

企　画

販　売

事　務

その他

企　画

商品開発

web
通　販

鴨川市

田 畑

市川市

全　国

NPO法人
いちかわライフネットワーククラブ

NPO法人いちかわ地球市民会議

アネスト

株式会社ハックル

トラットリアコロッセオ中目黒

NPO法人公共情報センター

　鴨川市と市川市行徳地区間を結び、産直ホットラインをつく

ろうというプロジェクトがNPO主導で進行しています。

　プロジェクトを統括しているのは、NPO法人いちかわライ

フネットワーククラブ（以下i-link）。全国的に安全でおいしい

農作物に対するニーズが高まる中、i-linkのある市川でも日頃

から食に関する問題が話題になっていました。

　なんとかしたいと考えたi-link理事長が鴨川市に相談を持ち

かけたところ、協力を申し出てくれたのが地元で農機具を販売

している株式会社佐々木商店です。同社は農機具を販売してい

る関係上、鴨川市周辺の農家との繋がりが強く、１軒１軒の農

家との細かい折衝を引き受けてくれることになったのです。

　そこでi-linkが消費地となる市川で協力を呼びかけたところ、

ぜひ一緒にやりたいというNPO、企業、自営業者が集結し、

プロジェクトが結成されました。

　この「産直ホットライン・プロジェクト」の特徴は、NPOが

主導する取り組みとして地域（社会）に貢献することを目指しな

がら、補助金や助成金に頼らない自立した収益事業として運営

していこうと考えている点です。

　地産地消による地域（農業）の活性化（配送距離が短くなり温

暖化ガスの排出を減らすエコ効果も見込まれます）、生産者・

生産過程の明確化による食の安全確保など、さまざまな効果が

見込まれる注目のプロジェクトです。

千産千消（地産地消）が生む効果

青山真士さん

産直ホットライン・プロジェクト
NPO法人いちかわライフネットワーククラブ理事長

047-487-2941

047-300-9500

047-309-7677

04-7127-5366

043-483-3718

0478-50-2800

0479-60-2578

0475-53-5208

0475-22-7859

0470-60-9123

04-7098-2900

0438-25-1151

0436-23-5300いちはら福祉ネット

君津ふくしネット

ひだまり

夷隅ひなた

長生ひなた

さんぶエリアネット

海匝ネットワーク

香取ネットワーク

すけっと

のだネット

ほっとねっと

がじゅまる

なかまネット 習志野市、八千代市、鎌ヶ谷市

市川市、浦安市

松戸市、流山市、我孫子市

野田市

佐倉市、成田市、四街道市、八街市、印西市、
白井市、富里市、印旛郡

香取市、香取郡

銚子市、旭市、匝瑳市

東金市、山武市、山武郡

茂原市、長生郡

勝浦市、いすみ市、夷隅郡

館山市、鴨川市、南房総市、安房郡

木更津市、君津市、富津市、袖ケ浦市

市原市

センター名 担当地域 電　話

平成21年度　中核地域生活支援センター　一覧

千葉県では千産千消（地産地消）を推進しているものの、都市部
には千葉の食材をアピールする販売店が十分とは言えません。
鴨川で良心的な農業を営む生産者は、安全安心な作物を生産し
てもそれを消費者に届ける方法が課題です。消費者側は「食」の
安全安心に懐疑心を持ちながら、選択の余地を与えられていな
いというのが現状です。加えて都市部では、地元商店街の衰退
が地域コミュニティに悪影響を及ぼすという問題も表面化して
きています。今回の産直ホットライン・プロジェクトは、これ
らの問題に少しでも寄与しようという取り組みです。衰退した
商店街の空き店舗や空き地に産直品を取り扱う仮設型小売店を
開設、ただ単に商売を行う場所ではなく、消費者と生産者、地
元商店を結びつけるコミュニケーションの場としての機能も持
たせます。また将来的にはウェブを活用し、千葉産品の良さを
全国へと発信していくことも考えています。

NPO法人いちかわライフネットワーククラブ
TEL.047-314-0811　Mail：info@i-lnc.com
※４月よりNPO法人公共情報センターのホームページ上で、プ
　ロジェクト情報の配信が始まります▶http://www.npopic.info

産直ホットライン・プロジェクトに関するお問合せ先



代表　岡本和幸さん

代表者　田邉宏雄さん 世話人　石黒裕美さん

代表　山下洋輔さん

理事長　岡田泰子さん

千葉県NPO・市民団体ガイド

千葉県で活躍するNPOや市民団体をご紹介します

袖ケ浦市川原井地区の樹林や農地環境を、保

全・育成・改良しながら里山再生活動を実践

している上総自然学校。その活動の目標は「豊

かさの再生」「多様性の保全」「人のつながりの

再構築」というもの。休耕田から再生した田ん

ぼ、整備した森林の自然を、自然とのふれあ

いや自然学習の場として様々な活動プログラ

ムへと生かしています。また、再生活動の参

加者と地元住民との交流を図り、地域社会の

活性化へとつなげる活動も展開しています。曹洞宗瓦谷山真光寺
の住職をしておりま
す。電話をしますと
「真光寺です。」と出ま
すが、びっくりしない
でください。

千葉県袖ヶ浦市

大網白里まちづくりサポートセンター環境部

では、大網白里町周辺の自動車への依存を少

なくし「人と地球を健康にする」自転車利用を

促進する活動を展開しています。今年度はそ

のための“大網白里自転車マップづくり”が千

葉県地域活性化プラットフォーム事業「eco

ひいきプロジェクト」に選ばれました。２月

には町内の自転車実走行データをもとに走行

環境を４段階で表示するなど情報満載のマッ

プが完成。現在、配布が始まっています。

大網白里まちづくり
サポートセンター
環境部

上総自然学校

メール

URL

info@machisapo.net

http://machisapo.net

電話 FAX0475-72-8278 0475-72-8278

メール

URL

h-cho@shinko-ji.jp

http://www.shinko-ji.jp/satoyama/index.html

電話 FAX0438-75-7414 0438-75-7630

これから低炭素社会が
進みます。最もエコな
自転車が楽しく使える
環境をつくっていきた
い。そして自転車が生
活の足の主役になるこ
とを願っています。

「脳卒中や交通事故で脳が損傷。身体的な障

害が残ったり、あるいは障害はみられないが

日常生活や社会生活にうまく適応できない」。

このような「高次脳機能障害」は“見えない障

害”とも言われています。その当事者と家族

が共に支えあうために南房総高次脳機能障害

家族会は設立されました。家族会では当事者

の社会復帰にも役立つ甲冑制作などを行うと

ともに、「高次脳機能障害」の正しい理解を広

める活動を展開しています。

メール

URL

2817@kdp.biglobe.ne.jp

http://www5b.biglobe.ne.jp/~ishiguro/

電話 FAX0470-40-7222 0470-40-7222

家族会を支援してくれ
ている「いきいきクラ
ブ」という団体があり、
手作りカヌーを作って
います。家族会ではこ
のカヌー使ってのリハ
ビリも行っています。

まち全体がキャンパス、講師はいろいろな知

識を持つまちの人々、そして誰でも受講でき

るというユニークな学びの場が、今年４月、

柏に開校します。その名は「柏まちなかカレ

ッジ」。決まった場所ではなくカフェや花屋、

高校の教室などまちのあちこちで多彩な講座

が開かれます。受講料は１回500円程度、

年齢制限もないので“親子で参加”ということ

もできます。また、何か教えたいことがある

人は講師として応募することも可能です。

メール

URL

info@kcollege.org

http://www.kcollege.org

電話 FAX080-5373-6813 050-3488-5176

お互いの話に耳を傾け、
尊重し合う場をみんな
で作ります。あなたの
経験は文化遺産。学び
の輪をきっかけに、人
の輪が柏に広がること
を願っています。

メール

URL

kidchiba@lily.ocn.ne.jp

http://chiba.gekijou.org

電話 FAX043-301-7262 043-301-7263

子どもに笑顔を! 子ども
の文化芸術体験コーデ
ィネート、傾聴「チャイル
ドライン」「ママパパラ
イン」、地域SNS【あみ
っぴぃ】を活用して子育
て応援も行っています。

千葉県山武郡大網白里町

南房総
高次脳機能障害
家族会
千葉県南房総市

柏まちなかカレッジ
企画運営会議

千葉県柏市

NPO法人
子ども劇場
千葉県センター
千葉県千葉市

千葉県NPO・市民団体ガイド

千葉県で活躍するNPOや市民団体をご紹介します

子ども劇場千葉県センターは、県内の子ども

と文化にかかわる諸団体、行政、市民と共に

子どものための生活文化環境を創る活動を展

開している団体。その目的のため「子どもと

文化（舞台芸術等）の触れ合いを推進する事業」

「子どもたちの悩みを聞き、ともに解決策を

考えるチャイルドライン千葉」「乳幼児を持つ

ママ・パパたちを応援するママパパライン」

「病気と向きあう子どもと舞台芸術との出会

い事業」など多彩な活動に取り組んでいます。
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